愛と いう ことば は、 いっから 人間の 社会に 発生した 

ものでしょう。 愛と いう 言葉 を もつ ようにな つた 時期 

に、 人類 は ともかく 一 つの 飛躍 をと げたと 思います。 

なぜなら、 人間の ほかの 生き もの は、 愛の 感覚に よつ 

て 行動しても、 愛と いう 言葉の 表象に よ つ てまと めら 

れた 愛の 観念 はもって いません から。 

更に、 その 愛と いう 言葉が、 人間同士の 思いち がい 

や、 だましあいの 媒介物と なった の は、 いつの 頃から 

でしよう。 そして、 愛と いう 字が 近代の 偽善と 自己 欺 

瞞 のシム ボルの ようにな つたの はい つの 時代からで 

しょうか。 三 文 文士が この 字で 幼稚な 読者 を) J まかし、 
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どうしたら、 それが 可能で しょうか。 わたしの 方法 

は、 愛と いう 観念 を、 あっち 側から 扱う 方法です。 人 

間ら しくない すべての 事情、 人間ら しくない すべての 

理窟と すべての 欺瞞 を 憎みます。 愛と いう 感情が 真実 

わたしたちの 心に 働いて いると き、 どうして 漫画の よ 

うに 肥った 両手 を あわせて 膝 をつ き、 存在し もしない 

何 かに 向って 上 眼 をつ かって いられましょう。 この 社 

会に あって は 条理に あわない こと を、 ないよう にして 

ゆく こと。 憎むべき もの を凜 然として 憎む こと。 その 

心の 力がなくて、 どこに 愛が 支え を もつ でしよう か。 
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